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サスケ・ローダー用ローラー交換手順書 
＃５１１９７４００ Ｐ－ＲＳ ローラー シャフト付き 

 
●交換部品 

 
 

 

 
 

 

●作業方法 
 
① 本体裏面ベース部のプラスネジ４本を反時計回転方向に回して取り外してください（写真１参照）。 

※プラスネジはネジロックで固定されている為、手動工具で緩めることはできません。ショックドライバーや電動工具などを 
使用し、取り外してください。電動工具を使用する場合は低速回転で使用し、プラスネジの頭が破損しないように注意して 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 
 
② 本体の積載部を開き、プレート２枚を取り外してください（写真２参照）。 

プラスネジとプレートは再利用します。ネジ部・ネジ穴部のネジロックをワイヤーブラシなどで綺麗に取り除いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 
 
③ ローラーを固定しているシャフトを取り外してください。 

シャフトはベースにかしめて固定されているため、ドリルやボール盤などを使用し、かしめ部を削る必要があります。 
かしめ部は、本体左側面になります（写真２，３参照）。本体右側面からシャフトを削っても取り外すことはできません。 
 
※推奨手順 
 φ４ｍｍの錐で深さ５ｍｍ程度の下穴を開け、続いてφ６．８ｍｍの錐で削ります。最後にポンチなどで叩き込むと、本体 
右側面からシャフトを取り外すことができます。 

 
シャフトが外れると、ローラーとローラー左右にセットされているカラー×２ヶを取り外すことができます（写真４参照）。 
カラーは再利用します。汚れを落とし、紛失しないように注意してください。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              写真３                      写真４ 

 
 
 
④ 新しいローラーを取り付けしてください。 

ベース内に新しいローラー及び、再利用のカラー×２ケをセットしてください（写真４参照）。 
※本商品に使用しているカラーには２種類のサイズがあります。複数のローラーを同時に交換する際は、写真５，６を確認の 
上交換作業を実施してください。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

写真５                         写真６ 
 
本体右側面より新しいシャフトを通し、本体左側面が上を向くように横倒しにしてください。この際、シャフトが抜け落ちな
いように本体右側面には当て板をセットしてください（写真７，８参照）。 
※当て板は、サイドローラーが浮く厚みの物を準備してください（写真８参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     写真７                      写真８ 

 
続いて、本体左側面よりハンマーやプレス機などを使用し、シャフト頭をかしめてください。この際、本体左側面にも当て板
をすることでシャフトを均一にかしめることが可能になります（写真９参照）。 
作業後に積載部を閉め、シャフトと積載部が干渉しないことを確認してください。干渉する場合は、再度かしめ作業を行い調
整してください（写真９参照）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            写真９ 
 
⑤ ②で取り外したプレート×２枚を積載部の裏側にセットしてください（写真１０参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
         写真１０ 

 
⑥ 本体の積載部を閉じ、ベースとプレートのネジ穴位置を合わせてください。 

①で取り外したプラスネジ４本にネジロックを塗布後、合わせたネジ穴へ時計回転方向に回して確実に締め付けてください。 
締め付け後、積載部が開かないことを確認してください。 

 
 

●注意事項 
△！ 注意 （この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 
① 本商品は、サスケ・ローダー（＃５１１９７１００、＃５１１９７２００、＃５１１９７３００）専用です。その他の用途

には使用しないでください。 
② ローラー交換時に手や指を挟んだり、切らないように注意してください。 
③ ドリルやボール盤でかしめ部を削る際は、下穴を拡げないように注意してください。シャフトをかしめることが出来なくな

る恐れがあります。 
④ 溶接でのシャフトの固定はしないでください。 

 
フリーダイヤル   ０１２０－２０２－８００ 
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